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(57)【要約】
【課題】プラズマ溶接装置において、使用する溶接トー
チの種類が変更されたときに、パイロットアーク電流を
自動的に適正値に設定すること。
【解決手段】パイロットアーク３ａ及びメインアーク３
ｂを発生させるプラズマ溶接電源ＰＳと、プラズマ溶接
電源ＰＳに接続される溶接トーチＷＴとを備えたプラズ
マ溶接装置において、溶接トーチＷＴは溶接トーチＷＴ
の種類を識別するためのトーチ種類情報を保有する情報
保有部ＣＮを備え、プラズマ溶接電源ＰＳは、溶接トー
チＷＴの情報保有部ＣＮからトーチ種類情報Ｒｄを読み
取る読み取り部ＲＤと、読み取られたトーチ種類情報Ｒ
ｄに対応したパイロットアーク電流設定信号Ｉｐｒを出
力するパイロットアーク電流設定部ＩＰＲと、パイロッ
トアーク電流設定信号Ｉｐｒに基づいてパイロットアー
ク３ａを制御するパイロットアーク制御部ＰＣと、を備
える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パイロットアーク及びメインアークを発生させるプラズマ溶接電源と、前記プラズマ溶
接電源に接続される溶接トーチとを備えたプラズマ溶接装置において、
前記溶接トーチは前記溶接トーチの種類を識別するためのトーチ種類情報を保有する情報
保有部を備え、
前記プラズマ溶接電源は、前記溶接トーチの前記情報保有部から前記トーチ種類情報を読
み取る読み取り部と、読み取られた前記トーチ種類情報に対応したパイロットアーク電流
設定信号を出力するパイロットアーク電流設定部と、前記パイロットアーク電流設定信号
に基づいて前記パイロットアークを制御するパイロットアーク制御部と、を備えている、
ことを特徴とするプラズマ溶接装置。
【請求項２】
　前記情報保有部は複数のピンを有するコネクタであり、前記トーチ種類情報が前記コネ
クタの前記ピン間の負荷状態である、ことを特徴とする請求項１に記載のプラズマ溶接装
置。
【請求項３】
　前記コネクタは２つのピンを有し、前記ピン間を抵抗器で接続し、前記トーチ種類情報
は前記抵抗器の値である、ことを特徴とする請求項２に記載するプラズマ溶接装置。
【請求項４】
　前記プラズマ溶接電源はパイロットアーク電流微調整部をさらに備え、
前記パイロットアーク電流微調整部は、前記トーチ種類情報に対応した最大調整範囲内で
予め定めたパイロットアーク電流微調整信号を出力し、前記パイロットアーク制御部は、
前記パイロットアーク電流設定信号及び前記パイロットアーク電流微調整信号に基づいて
前記パイロットアークを制御する、ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載
のプラズマ溶接装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラズマ溶接装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プラズマ溶接装置は、パイロットアーク及びメインアークを発生させるためのプラズマ
溶接電源と、このプラズマ溶接電源に接続される溶接トーチとを備えている。プラズマ溶
接では、溶接トーチの先端部に取り付けられたプラズマノズルによってアークを拘束して
プラズマアークを生成する。プラズマ溶接では、この高密度エネルギーのプラズマアーク
によって、高効率の溶接を行うことができる。
【０００３】
　プラズマ溶接においては、溶接開始時に、パイロットアークを発生させ、このパイロッ
トアークに誘引されてメインアークが発生して、溶接が行われる(特許文献１参照)。
【０００４】
　プラズマ溶接では、０．５～５００Ａの広いメインアークの電流範囲が使用される。プ
ラズマ溶接電源は、１種類で全電流範囲をカバーすることができる。しかし、溶接トーチ
は１種類で全電流範囲をカバーすることができないために、小電流、中電流、大電流のそ
れぞれの電流範囲に対応した複数の種類の溶接トーチが使用されている。
【０００５】
　溶接作業者は、ワークの材質、板厚、形状等を確認し、経験に基づいてメインアーク電
流値を決定する。そして、決定したメインアーク電流値に対応した溶接トーチを選定して
、プラズマ溶接電源に接続し、プラズマ溶接電源に対してメインアーク電流値を設定する
。
【０００６】
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　一方、パイロットアーク電流値は、メインアークを円滑に発生させる値に設定する必要
がある。パイロットアーク電流値の適正値は、主に溶接トーチの構造に依存する。このた
めに、溶接作業者は、溶接トーチを選択した後に、溶接トーチの取扱説明書からパイロッ
トアークの適正値を調べて、プラズマ溶接電源に設定する必要がある。複数の溶接トーチ
を取り換えて使用する場合には、煩雑な作業となる。パイロットアーク電流値が溶接トー
チに対応した適正範囲よりも小さな値に設定されると、メインアークの発生が円滑に行わ
れずに、溶接開始部の溶接品質が悪くなる。パイロットアーク電流値が溶接トーチに対応
した適正範囲よりも大きな値に設定されると、溶接トーチの焼損するおそれがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１５－６２９１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明では、使用する溶接トーチの種類が変更されたときに、煩雑な設定作業
を伴うことなくパイロットアーク電流値が適正値に設定されるプラズマ溶接装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するために、請求項１の発明は、パイロットアーク及びメインアー
クを発生させるプラズマ溶接電源と、前記プラズマ溶接電源に接続される溶接トーチとを
備えたプラズマ溶接装置において、
前記溶接トーチは前記溶接トーチの種類を識別するためのトーチ種類情報を保有する情報
保有部を備え、
前記プラズマ溶接電源は、前記溶接トーチの前記情報保有部から前記トーチ種類情報を読
み取る読み取り部と、読み取られた前記トーチ種類情報に対応したパイロットアーク電流
設定信号を出力するパイロットアーク電流設定部と、前記パイロットアーク電流設定信号
に基づいて前記パイロットアークを制御するパイロットアーク制御部と、を備えている、
ことを特徴とするプラズマ溶接装置である。
【００１０】
　請求項２の発明は、前記情報保有部は複数のピンを有するコネクタであり、前記トーチ
種類情報が前記コネクタの前記ピン間の負荷状態である、ことを特徴とする請求項１に記
載のプラズマ溶接装置である。
【００１１】
　請求項３の発明は、前記コネクタは２つのピンを有し、前記ピン間を抵抗器で接続し、
前記トーチ種類情報は前記抵抗器の値である、ことを特徴とする請求項２に記載するプラ
ズマ溶接装置である。
【００１２】
　請求項４の発明は、前記プラズマ溶接電源はパイロットアーク電流微調整部をさらに備
え、
前記パイロットアーク電流微調整部は、前記トーチ種類情報に対応した最大調整範囲内で
予め定めたパイロットアーク電流微調整信号を出力し、前記パイロットアーク制御部は、
前記パイロットアーク電流設定信号及び前記パイロットアーク電流微調整信号に基づいて
前記パイロットアークを制御する、ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載
のプラズマ溶接装置である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、溶接トーチに設けられた情報保有部からのトーチ種類情報を読み取り
、読み取られたトーチ種類情報に基づいてパイロットアーク電流の値が適正値に自動的に
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設定される。このために、本発明では、使用する溶接トーチの種類が変更されたときに、
煩雑な設定作業を伴うことなくパイロットアーク電流値が適正値に設定される。この結果
、パイロットアークからメインアークへの移行が円滑になり、溶接開始部の溶接品質が良
好になる。さらに、パイロットアーク電流値が過大に設定されて、溶接トーチを焼損する
こともない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態１に係るプラズマ溶接装置のブロック図である。
【図２】図１で上述したプラズマ溶接装置の各信号のタイミングチャートである。
【図３】本発明の実施の形態２に係るプラズマ溶接装置のブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態３に係るプラズマ溶接装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００１６】
［実施の形態１］
　本発明の実施の形態１に係るプラズマ溶接装置は、プラズマ溶接電源及び溶接トーチを
備えている。溶接トーチは、溶接トーチの種類を識別するためのトーチ種類情報を保有す
る情報保有部を備えている。プラズマ溶接電源は、溶接トーチの情報保有部からトーチ種
類情報を読み取る読み取り部と、読み取られたトーチ種類情報を入力として対応したパイ
ロットアーク電流設定信号を出力するパイロットアーク電流設定部と、パイロットアーク
電流設定信号に基づいてパイロットアークを制御するパイロットアーク制御部と、を備え
ている。
【００１７】
　図１は、本発明の実施の形態１に係るプラズマ溶接装置のブロック図である。同図にお
いて、プラズマガス及びシールドガスの配管については本発明とは直接関係がないので、
図面を分かりやすくするために省略している。以下、同図を参照して、各ブロックについ
て説明する。
【００１８】
　破線で囲まれた溶接トーチＷＴは、電極１、それを取り囲むプラズマノズル４及びそれ
を取り囲むシールドノズル５を備える。電極１は、非消耗電極であり、タングステン電極
が使用されることが多い。プラズマノズル４内をプラズマガス（図示は省略）が流れる。
また、シールドノズル５内をシールドガス（図示は省略）が流れる。プラズマガス及びシ
ールドガスには、アルゴンガスが使用されることが多い。電極１とプラズマノズル４との
間にパイロットアーク３ａが発生する。電極１と母材２との間にメインアーク３ｂが発生
する。メインアーク３ｂは、プラズマノズル４によって拘束されて絞り込まれる。プラズ
マノズル４は銅製であり、内部には冷却水が流れる流路(図示は省略)が設けられている。
【００１９】
　また、溶接トーチＷＴには、起動スイッチＳＷと、コネクタＣＮとが設けられている。
起動スイッチＳＷは、溶接作業者の手動操作に応じて溶接開始又は溶接停止を指令する起
動信号Ｓｗを出力する。
【００２０】
　コネクタＣＮは、複数のピンをゆうする。同図では、４つのピンをゆうする例である。
コネクタＣＮは、プラズマ溶接電源ＰＳの読み取り回路ＲＤに含まれている受け側コネク
タに接続される。同図においては、１番ピンと２番ピンとが細線によって短絡されている
。３番ピン及び４番ピンは解放状態のままである。このコネクタＣＮが溶接トーチＷＴの
種類を識別するためのトーチ種類情報を保有する情報保有部となる。そして、コネクタＣ
Ｎのピン間の負荷状態がトーチ種類情報となる。例えば、１－２番ピン間のみが短絡状態
のときは溶接トーチＡを表しており、１－３番ピン間のみが短絡状態のときは溶接トーチ
Ｂを表しており、１－４番ピン間のみが短絡状態のときは溶接トーチＣを表している。し
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たがって、同図の場合は、溶接トーチＷＴの種類が溶接トーチＡであることになる。
【００２１】
　破線で囲まれたプラズマ溶接電源ＰＳは、メインアーク電流設定回路ＩＭＲと、メイン
アーク制御回路ＭＣと、読み取り回路ＲＤと、パイロットアーク電流設定回路ＩＰＲと、
パイロットアーク制御回路ＰＣと、を備えている。
【００２２】
　メインアーク電流設定回路ＩＭＲは、予め定めたメインアーク電流設定信号Ｉmrを出力
する。メインアーク制御回路ＭＣは、上記のメインアーク電流設定信号Ｉmr及び上記の起
動信号Ｓｗを入力として、起動信号ＳｗがＨｉｇｈレベル(起動)のときは、メインアーク
電流Ｉｍの値がメインアーク電流設定信号Ｉmrの値と等しくなるように制御する。メイン
アーク制御回路ＭＣは、図示は省略するが、３相２００Ｖ等の商用電源を入力として、商
用電源を清流する１次清流回路と、清流された直流を平滑するコンデンサと、平滑された
直流を高周波交流に変換するインバータ回路と、高周波交流をアーク溶接に適した電圧値
に降圧する高周波トランスと、降圧された高周波交流を清流する２次清流回路と、清流さ
れた直流を平滑するリアクトルと、上記のメインアーク電流設定信号Ｉmrに基づいてイン
バータ回路をパルス幅変調制御して駆動する駆動回路と、を備えている。メインアーク制
御回路ＭＣは、電極１と母材２との間に接続される。そのときに、電極１の極性はマイナ
スとされる。出力が交流の場合もある。
【００２３】
　読み取り回路ＲＤは、溶接トーチＷＴのコネクタＣＮを差し込む受け側のコネクタを有
しており、溶接トーチＷＴのコネクタＣＮのピン間の負荷状態を検出して、負荷状態に応
じたトーチ種類情報信号Ｒｄを出力する。上述したように、１－２番ピン間のみが短絡状
態のときは溶接トーチＡを示すＲｄ＝１を出力し、１－３番ピン間のみが短絡状態のとき
は溶接トーチＢを示すＲｄ＝２を出力し、１－４番ピン間のみが短絡状態のときは溶接ト
ーチＣを示すＲｄ＝３を出力する。
【００２４】
　パイロットアーク電流設定回路ＩＰＲは、上記のトーチ種類情報信号Ｒｄを入力として
、トーチ種類情報信号Ｒｄに対応した予め定めたパイロットアーク電流設定信号Ｉprを出
力する。パイロットアーク電流設定信号Ｉprの適正値の数値例を以下に示す。溶接トーチ
Ａのメインアーク電流範囲は０．１～１５Ａであり、適正なパイロットアーク電流設定信
号Ｉpr＝３Ａである。溶接トーチＢのメインアーク電流範囲は１０～３００Ａであり、適
正なパイロットアーク電流設定信号Ｉpr＝１０Ａである。溶接トーチＣのメインアーク電
流範囲は５０～５００Ａであり、適正なパイロットアーク電流設定信号Ｉpr＝１５Ａであ
る。
【００２５】
　パイロットアーク制御回路ＰＣは、上記のパイロットアーク電流設定信号Ｉpr及び上記
の起動信号Ｓｗを入力として、起動信号ＳｗがＨｉｇｈレベル(起動)のときは、パイロッ
トアーク電流Ｉｐの値がパイロットアーク電流設定信号Ｉprの値と等しくなるように制御
する。パイロットアーク制御回路ＰＣの詳細な構成は省略するが、メインアーク制御回路
ＭＣと同様に、インバータ制御による構成であっても良い。パイロットアーク制御回路Ｐ
Ｃは、電極１とプラズマノズル４との間に接続される。そのときに、電極１の極性はマイ
ナスとされる。
【００２６】
　図２は、図１で上述したプラズマ溶接装置の各信号のタイミングチャートである。同図
(Ａ)はパイロット起動信号Ｐｓｗの時間変化を示し、同図(Ｂ)はパイロットアーク電流Ｉ
ｐの時間変化を示し、同図(Ｃ)はメインアーク起動信号Ｍｓｗの時間変化を示す。同図（
Ｄ）はメインアーク電流Ｉｍの時間変化を示す。同図は、溶接開始時から定常溶接時にか
けての様子である。以下、同図を参照して説明する。
【００２７】
　時刻ｔ１において、溶接作業者が溶接機パネルにあるパイロットアーク起動ボタンＰＳ
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Ｗをオンにしたため、同図（Ａ）に示すように、起動信号ＰｓｗがＨｉｇｈレベルに変化
する。これに応じて、
パイロットアーク制御回路ＰＣが駆動されて、電極１とプラズマノズル４との間に高周波
が印加することで、同時に、パイロットアーク制御回路ＰＣも駆動されて、電極１とプラ
ズマノズル４の間にパリロットアーク電圧が印加される。
【００２８】
　時刻ｔ２において、パイロットアーク電圧の印加によってパイロットアーク３ａが電極
１とプラズマノズル４との間に発生し、同図(Ｂ)に示すように、パイロットアーク電流Ｉ
ｐが通電する。このパイロットアーク電流Ｉｐの値は、パイロットアーク電流設定信号Ｉ
prによって設定された値である。溶接トーチＷＴのコネクタＣＮはプラズマ溶接電源ＰＳ
の読み取り回路ＲＤの受け側コネクタに接続されている。読み取り回路ＲＤは、溶接トー
チＷＴのコネクタＣＮのピン間の負荷状態から、溶接トーチＷＴの種類を識別してトーチ
種類情報信号Ｒｄを出力する。パイロットアーク電流設定回路ＩＰＲは、このトーチ種類
情報信号Ｒｄに対応した適正値のパイロットアーク電流設定信号Ｉprを出力する。したが
って、パイロットアーク電流Ｉｐの値は、溶接トーチＷＴのコネクタＣＮを差し込むだけ
で、溶接トーチＷＴの種類に対応した適正値に自動的に設定される。
【００２９】
　時刻ｔ3において、溶接作業者がトーチＷＴの起動スイッチＳＷをオンにしたために、
図（Ｃ）に示すように、起動信号ＭｓｗがＨｉｇｈレベルに変化する。これに応動じて、
メインアーク制御回路ＭＣが駆動されて、電極１と母材２の間にメインアーク無負荷電圧
が印加する。
【００３０】
　時刻ｔ４において、パイロットアーク３ａに誘引されてメインアーク３ｂが電極１と母
材２との間に発生し、同図(Ｄ)に示すように、メインアーク電流Ｉｍが通電する。このメ
インアークＩｍの値は、メインアーク電流設定信号Ｉmrによって設定される。
【００３１】
　上述した実施の形態１に係るプラズマ溶接装置は、溶接トーチＷＴ及びプラズマ溶接電
源ＰＳを備えている。溶接トーチＷＴは溶接トーチＷＴの種類を識別するためのトーチ種
類情報を保有する情報保有部ＣＮを備えている。プラズマ溶接電源ＰＳは、溶接トーチＷ
Ｔの情報保有部ＣＮからトーチ種類情報Ｒｄを読み取る読み取り部ＲＤと、読み取られた
トーチ種類情報Ｒｄを入力として対応したパイロットアーク電流設定信号Ｉprを出力する
パイロットアーク電流設定部ＩＰＲと、パイロットアーク電流設定信号Ｉprに基づいてパ
イロットアーク３ａを制御するパイロットアーク制御部ＰＣと、を備えている。これによ
り、実施の形態１に係るプラズマ溶接装置では、溶接トーチに設けられた情報保有部から
のトーチ種類情報を読み取り、読み取られたトーチ種類情報に基づいてパイロットアーク
電流の値が適正値に自動的に設定される。このために、本実施の形態では、使用する溶接
トーチの種類が変更されたときに、煩雑な設定作業を伴うことなくパイロットアーク電流
値が適正値に設定される。この結果、パイロットアークからメインアークへの移行が円滑
になり、溶接開始部の溶接品質が良好になる。さらに、パイロットアーク電流値が過大に
設定されて、溶接トーチを焼損することもない。
【００３２】
［実施の形態２］
　本発明の実施の形態２に係るプラズマ溶接装置では、溶接トーチのコネクタは２つのピ
ンを有し、ピン間を抵抗器で接続し、トーチ種類情報は抵抗器の値である。
【００３３】
　図３は、本発明の実施の形態２に係るプラズマ溶接装置のブロック図である。同図は、
上述した図１と対応しており、同一ブロックには同一符号を付して、それらの説明は繰り
返さない。同図は、図１のコネクタＣＮを第２コネクタＣＮ２に置換したものである。以
下、同図を参照して、このブロックについて説明する。
【００３４】
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　第２コネクタＣＮ２は、２つのピンをゆうする。第２コネクタＣＮ２は、プラズマ溶接
電源ＰＳの読み取り回路ＲＤに含まれている受け側コネクタに接続される。同図において
は、１番ピンと２番ピンとが抵抗器Ｒによって短絡されている。第２コネクタＣＮ２が溶
接トーチＷＴの種類を識別するためのトーチ種類情報を保有する情報保有部となる。そし
て、第２コネクタＣＮ２のピン間の抵抗器Ｒの抵抗値がトーチ種類情報となる。例えば、
抵抗値が１０ｋωのときは溶接トーチＡを表しており、抵抗値が２０ｋωのときは溶接ト
ーチＢを表しており、抵抗値が３０ｋωのときは溶接トーチＣを表している。したがって
、同図は抵抗値が１０ｋωの場合であるので、溶接トーチＷＴの種類が溶接トーチＡであ
ることになる。抵抗値を読み取る方法としては、プラズマ溶接電源ＰＳの読み取り回路Ｒ
Ｄ内に、制御電源(例えば１５Ｖ)を５ｋωを介して受け側コネクタの１番ピンに接続する
。受け側コネクタの２番ピンは０Ｖに接続する。このようにすれば、第２コネクタＣＮ２
が受け側コネクタに差し込まれると、１番ピンの電圧値が第２コネクタＣＮ２のピン間の
抵抗値に応じて変化する。このでんあつを検出することで抵抗値を判別することができる
。
【００３５】
　図３のプラズマ溶接装置における各信号のタイミングチャートは、上述した図２と同様
である。
【００３６】
　上述した実施の形態２に係るプラズマ溶接装置においては、溶接トーチＷＴのコネクタ
ＣＮ２は２つのピンを有し、ピン間を抵抗器Ｒで接続し、トーチ種類情報は抵抗器Ｒの値
である。実施の形態２によれば、実施の形態１の効果に加えて、以下の効果を奏する。実
施の形態２では、コネクタのピン数が２つのままで、複数の溶接トーチの種類を識別する
ことができる。このために、安価なコネクタを使用することができる。さらに、使用する
溶接トーチの種類が増えた場合でも、抵抗値を変更するだけで対応することができるので
、改造作業が容易になる。
【００３７】
［実施の形態３］
　本発明の実施の形態３に係るプラズマ溶接装置では、プラズマ溶接電源はパイロットア
ーク電流微調整部をさらに備え、パイロットアーク電流微調整部は、トーチ種類情報に対
応した最大調整範囲内で予め定めたパイロットアーク電流微調整信号を出力し、パイロッ
トアーク制御部は、パイロットアーク電流設定信号及びパイロットアーク電流微調整信号
に基づいて前記パイロットアークを制御する。
【００３８】
　図４は、本発明の実施の形態３に係るプラズマ溶接装置のブロック図である。同図は、
上述した図１と対応しており、同一ブロックには同一符号を付して、それらの説明は繰り
返さない。同図は、図１にパイロットアーク電流微調整回路ＩＢＲを追加し、図１のパイ
ロットアーク制御回路ＰＣを第２パイロットアーク制御回路ＰＣ２に置換したものである
。以下、同図を参照して、これらのブロックについて説明する。
【００３９】
　パイロットアーク電流微調整回路ＩＢＲは、上記のトーチ種類情報信号Ｒｄを入力とし
て、トーチ種類情報信号Ｒｄに対応した最大調整範囲内で、予め定めたパイロットアーク
電流微調整信号Ｉbrを出力する。溶接トーチの種類に対応した最大調整範囲の数値例を以
下に示す。溶接トーチＡのメインアーク電流範囲は０．１～１５Ａであり、最大調整範囲
は±２Ａである。溶接トーチＢのメインアーク電流範囲は１０～３００Ａであり、最大調
整範囲は±４Ａである。溶接トーチＣのメインアーク電流範囲は５０～５００Ａであり、
最大調整範囲は±５Ａである。すなわち、溶接トーチＡの場合、パイロットアーク電流微
調整信号Ｉbrは、最大調整範囲±２Ａ内の値となる。例えば、Ｉbr＝－２Ａである。
【００４０】
　第２パイロットアーク制御回路ＰＣ２は、上記のパイロットアーク電流設定信号Ｉpr及
び上記のパイロットアーク電流微調整信号Ｉbrを入力として、パイロットアーク電流Ｉｐ
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の値が、パイロットアーク電流設定信号Ｉprとパイロットアーク電流微調整信号Ｉbrとの
の加算値と等しくなるように制御する。例えば、溶接トーチＡの場合、Ｉpr＝３Ａであり
、Ｉbr＝－２Ａに調整されている場合には、加算値は１Ａとなる。この結果、パイロット
アーク電流Ｉｐは、１Ａに制御される。
【００４１】
　図４のプラズマ溶接装置における各信号のタイミングチャートは、上述した図２と同様
である。但し、同図(Ｂ)に示すパイロットアーク電流Ｉｐの値を微調整することができる
点は異なる。
【００４２】
　実施の形態３は、実施の形態１を基礎として微調整機能を追加した場合であるが、実施
の形態２を基礎とした場合も同様である。
【００４３】
　上述した実施の形態３に係るプラズマ溶接装置においては、プラズマ溶接電源ＰＳはパ
イロットアーク電流微調整部ＩＢＲをさらに備え、パイロットアーク電流微調整部Ｉｂｒ
は、トーチ種類情報Ｒｄに対応した最大調整範囲内で予め定めたパイロットアーク電流微
調整信号Ｉbrを出力しパイロットアーク制御部ＰＣ２は、パイロットアーク電流設定信号
Ｉpr及びパイロットアーク電流微調整信号Ｉbrに基づいて前記パイロットアーク３ａを制
御する。実施の形態３では、実施の形態１及び２の効果に加えて、以下の効果を奏する。
電極の消耗状態、プラズマノズルの汚れ、トーチ先端と母材との距離であるスタンドオフ
等によって、パイロットアーク電流の最適値が変化する。実施の形態３では、これらが変
化したときに、パイロットアーク電流微調整信号を微調整することによって、パイロット
アーク電流を最適値に設定することができる。このときに、微調整できる最大調整範囲が
溶接トーチの種類に対応して設定されているので、パイロットアーク電流が過大又は過小
になることを防止することができる。このために、実施の形態３では、電極の消耗状態、
プラズマノズルの汚れ、スタンドオフ等が変化しても、メインアークを常に円滑に発生さ
せることができる。
【符号の説明】
【００４４】
１　　　　　　電極
２　　　　　　母材
３ａ　　　　　　パイロットアーク
３ｂ　　　　　　メインアーク
４　　　　　　プラズマノズル
５　　　　　　シールドノズル
ＣＮ　　　　　　コネクタ(情報保有部)
ＣＮ２　　　　　　第２コネクタ
ＩＢＲ　　　　　　パイロットアーク電流微調整回路
Ｉbr　　　　　　パイロットアーク電流微調整信号
Ｉｍ　　　　　　メインアーク電流
ＩＭＲ　　　　　　メインアーク電流設定回路
Ｉmr　　　　　　メインアーク電流設定信号
Ｉｐ　　　　　　パイロットアーク電流
ＩＰＲ　　　　　　パイロットアーク電流設定回路
Ｉpr　　　　　　パイロットアーク電流設定信号
ＭＣ　　　　　　メインアーク制御回路
ＰＣ　　　　　　パイロットアーク制御回路
ＰＣ２　　　　　　第２パイロットアーク制御回路
ＰＳ　　　　　　プラズマ溶接電源
Ｒ　　　　　　抵抗器
ＲＤ　　　　　　読み取り回路
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Ｒｄ　　　　　　トーチ種類情報信号
ＰＳＷ　　　　　　パイロットアーク起動スイッチ
Ｐｓｗ　　　　　　パイロットアーク起動信号
ＭＳＷ　　　　　　メインアーク起動スイッチ
Ｍｓｗ　　　　　　メインアーク起動信号
ＷＴ　　　　　　溶接トーチ

 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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